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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年5月28日(2009.5.28)

【公開番号】特開2007-321102(P2007-321102A)
【公開日】平成19年12月13日(2007.12.13)
【年通号数】公開・登録公報2007-048
【出願番号】特願2006-155116(P2006-155116)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  23/10    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月15日(2009.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シンジオタクティックプロピレン重合体（Ａ）　１００～２５重量部と
　プロピレン・α-オレフィン共重合体（Ｂ）　０～７５重量部（ただし、（Ａ）と（Ｂ
）の合計を１００重量部とする）と、
　（Ａ）と（Ｂ）の合計１００重量部に対し、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｃ）
１～１００重量部と
を含んでなり、該重合体（Ａ）が下記要件（ａ）を、該共重合体（Ｂ）が下記要件（ｂ）
を、該共重合体（Ｃ）が下記要件（ｃ）をそれぞれ充足するプロピレン系重合体組成物（
Ｘ）；
（ａ）：13Ｃ-ＮＭＲにより測定されるシンジオタクティックペンタッド分率（rrrr分率
）が８５％以上でありかつＤＳＣより求められる融点（Ｔｍ）が１４５℃以上であり、プ
ロピレンから導かれる構成単位を９０モル％（ただし、該重合体（Ａ）中の構成単位の全
量を１００モル％とする。）を超える量で含有する、
（ｂ）：プロピレンから導かれる構成単位を５５～９０モル％（ただし、該共重合体（Ｂ
）中の構成単位の全量を１００モル％とする。）の量で含有し、炭素原子数２～２０のα
-オレフィン（プロピレンを除く）から選ばれる少なくとも１種のオレフィンから導かれ
る構成単位を１０～４５モル％（ただし、プロピレンから導かれる構成単位と炭素数２～
２０のα－オレフィン（ただしプロピレンを除く）から導かれる構成単位との合計を１０
０モル％とする）の量で含有し、ＪＩＳ　Ｋ－６７２１に準拠して２３０℃、２.１６ｋ
ｇ荷重にて測定したＭＦＲが０．０１～１００ｇ／１０分の範囲にあり、かつ下記要件（
ｂ－１）または（ｂ－２）のいずれか一つ以上を満たす；
（ｂ－１）：13Ｃ-ＮＭＲ法により測定したシンジオタクティックトライアッド分率（rr
分率）が６０％以上である、
（ｂ－２）：１３５℃デカリン中で測定した極限粘度［η］（ｄＬ／ｇ）と前記ＭＦＲ（
ｇ／１０分、２３０℃、２．１６ｋｇ荷重）とが下記の関係式を満たす、
　　　　１.５０×ＭＦＲ(-0.20)≦[η]≦２.６５×ＭＦＲ(-0.20)

（ｃ）：エチレンから導かれる構成単位を５０～９９ｍｏｌ％（ただし、該共重合体（Ｃ
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）中の構成単位の全量を１００モル％とする。）の量で含有し、エチレン以外の炭素原子
数３～２０のα-オレフィンから導かれる構成単位を１～５０モル％（ただしエチレンか
ら導かれる構成単位と、炭素数３～２０のα－オレフィンから導かれる構成単位との合計
を１００モル％とする。）の量で含有する。
【請求項２】
　シンジオタクティックプロピレン重合体（Ａ）　９８～４０重量部と
　プロピレン・α-オレフィン共重合体（Ｂ）　２～６０重量部（ただし、（Ａ）と（Ｂ
）の合計を１００重量部とする）と、
　（Ａ）と（Ｂ）の合計１００重量部に対し、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｃ）
１～１００重量部と
を含んでなり、該重合体（Ａ）が下記要件（ａ）を、該共重合体（Ｂ）が下記要件（ｂ´
）を、該共重合体（Ｃ）が下記要件（ｃ´）をそれぞれ充足する請求項１に記載のプロピ
レン系重合体組成物（Ｘ）；
（ａ）：13Ｃ-ＮＭＲにより測定されるシンジオタクティックペンタッド分率（rrrr分率
）が８５％以上でありかつＤＳＣより求められる融点（Ｔｍ）が１４５℃以上であり、プ
ロピレンから導かれる構成単位を９０モル％（ただし、該重合体（Ａ）中の構成単位の全
量を１００モル％とする。）を超える量で含有する、
（ｂ´）：プロピレンから導かれる構成単位を６５～９０モル％（ただし、該共重合体（
Ｂ）中の構成単位の全量を１００モル％とする。）の量で含有し、炭素原子数２～２０の
α-オレフィン（プロピレンを除く）から選ばれる少なくとも１種のオレフィンから導か
れる構成単位を１０～３５モル％（ただし、プロピレンから導かれる構成単位と炭素数２
～２０のα－オレフィン（ただしプロピレンを除く）から導かれる構成単位との合計を１
００モル％とする）の量で含有し、ＪＩＳ　Ｋ－６７２１に準拠して２３０℃、２.１６
ｋｇ荷重にて測定したＭＦＲが０．０１～１００ｇ／１０分の範囲にあり、かつ下記要件
（ｂ－１）または（ｂ－２）のいずれか一つ以上を満たす；
（ｂ－１）：13Ｃ-ＮＭＲ法により測定したシンジオタクティックトライアッド分率（rr
分率）が６０％以上である、
（ｂ－２）：１３５℃デカリン中で測定した極限粘度［η］（ｄＬ／ｇ）と前記ＭＦＲ（
ｇ／１０分、２３０℃、２．１６ｋｇ荷重）とが下記の関係式を満たす。
　　　　１.５０×ＭＦＲ(-0.20)≦[η]≦２.６５×ＭＦＲ(-0.20)

（ｃ´）エチレンから導かれる構成単位を６０～９５モル％（ただし、該共重合体（Ｃ）
中の構成単位の全量を１００モル％とする。）の量で含有し、エチレン以外の炭素原子数
３～２０のα-オレフィンから導かれる構成単位を５～４０モル％（ただしエチレンから
導かれる構成単位と、炭素数３～２０のα－オレフィンから導かれる構成単位との合計を
１００モル％とする。）の量で含有する。
【請求項３】
　シンジオタクティックプロピレン重合体（Ａ）　１００重量部と、
　エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｃ）　１～１００重量部と
を含んでなり、該重合体（Ａ）が下記要件（ａ）を、該共重合体（Ｃ）が下記要件（ｃ´
）をそれぞれ充足する請求項１に記載のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）；
（ａ）：13Ｃ-ＮＭＲにより測定されるシンジオタクティックペンタッド分率（rrrr分率
）が８５％以上でありかつＤＳＣより求められる融点（Ｔｍ）が１４５℃以上であり、プ
ロピレンから導かれる構成単位を９０モル％（ただし、該重合体（Ａ）中の構成単位の全
量を１００モル％とする。）を超える量で含有する、
（ｃ´）エチレンから導かれる構成単位を６０～９５モル％（ただし、該共重合体（Ｃ）
中の構成単位の全量を１００モル％とする。）の量で含有し、エチレン以外の炭素原子数
３～２０のα-オレフィンから導かれる構成単位を５～４０モル％（ただしエチレンから
導かれる構成単位と、炭素数３～２０のα－オレフィンから導かれる構成単位との合計を
１００モル％とする。）の量で含有する。
【請求項４】
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（１）示差走査型熱量計で求めた１１０℃での等温結晶化における半結晶化時間（ｔ1/2

）が１０００ｓｅｃ以下の範囲にある
請求項１～３のいずれかに記載のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）。
【請求項５】
（２）針侵入温度が１４５℃以上である
請求項１～３のいずれかに記載のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）。
【請求項６】
　前記シンジオタクティックプロピレン重合体（Ａ）は、１３５℃デカリン中で測定した
極限粘度［η］が０．１～１０ｄＬ／ｇの範囲にあり、示差走査熱量計（ＤＳＣ）測定に
より求めた融解熱量（ΔＨ）が４０ｍＪ／ｍｇ以上である請求項１～３のいずれかに記載
のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）。
【請求項７】
　前記プロピレン・α-オレフィン共重合体（Ｂ）は、ＧＰＣにより求めた分子量分布（
Ｍｗ／Ｍｎ、Ｍｎ：数平均分子量、Ｍｗ：重量平均分子量）が３．５以下である請求項１
または２に記載のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）。
【請求項８】
　前記エチレン・α-オレフィン共重合体（Ｃ）は、ＪＩＳ Ｋ-６７２１に準拠して、１
９０℃で２．１６ｋｇの荷重にて測定したＭＦＲが０．０１～１００ｇ／１０分の範囲に
あり、密度＝０．９１０～０．８５０（g／ｃｍ3）である請求項１～３のいずれかに記載
のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）を用いてなる成形体
。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれかに記載のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）を用いてなるシート
。
【請求項１１】
　請求項１～８のいずれかに記載のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）を用いてなる未延伸
または延伸フィルム。
【請求項１２】
　少なくとも１層が請求項１～８のいずれかに記載のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）を
含有してなる層である積層体。
【請求項１３】
　請求項１～８のいずれかに記載のプロピレン系重合体組成物（Ｘ）を用いてなる不織布
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、前記組成物（Ｘ）、（ｉ）、または（ｉｉ）は、例えば（２）針侵入温度が１４
５℃以上であることが好ましい。
　前記シンジオタクティックプロピレン重合体（Ａ）は、１３５℃デカリン中で測定した
極限粘度［η］が０．１～１０ｄＬ／ｇの範囲にあることが望ましく、示差走査熱量計（
ＤＳＣ）測定により求めた融解熱量（ΔＨ）が４０ｍＪ／ｍｇ以上であることが好ましい
。
　前記プロピレン・α-オレフィン共重合体（Ｂ）は、１３５℃デカリン中で測定した極
限粘度［η］が０．１～１０ｄＬ／ｇの範囲にあり、ＧＰＣにより求めた分子量分布（Ｍ
ｗ／Ｍｎ、Ｍｎ：数平均分子量、Ｍｗ：重量平均分子量）が３．５以下であることが好ま
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しい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また本発明の成形体は前記プロピレン系重合体組成物（Ｘ）を用いてなることを特徴と
している。
　本発明のシートは前記プロピレン系重合体組成物（Ｘ）を用いてなることを特徴として
いる。
　本発明の未延伸または延伸フィルムは前記プロピレン系重合体組成物（Ｘ）を用いてな
ることを特徴としている。
　本発明の積層体は、少なくともその１層が前記プロピレン系重合体組成物（Ｘ）を含有
してなる層であることを特徴としている。
　本発明の不織布は前記プロピレン系重合体組成物（Ｘ）を用いてなることを特徴として
いる。
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